
●市職員を対象とした事業 

 

 

主要課題２●男女共同参画の理解の促進と意識の改革 

施策の方向１●男女共同参画に関する意識啓発 

具体的事業 区分 実施状況 担当課 達成度 効 果 

①男女共同参画に関する市職員 

研修の実施 

《概要》 

男女共同参画について理解を深

め，各施策に男女共同参画の視

点を導入できるよう，市職員を

対象とした研修を行う。 

新規 ○男女共同参画職員研修 

『お父さん職員「家庭」を考える会』の実施 

（総務課，くらしの支援課共催） 

●日  時 平成１８年８月２９日（火） 

午後１時３０分～３時 

●場  所 市役所大会議室 

●対 象 者 子育て世代の男性職員３０名（指定） 

●研修名称  

●研修内容 １．啓発ビデオ上映 

      『気づくのがはじめの一歩（男女共同参

画社会を築くために）』 

２．グループ討議「夫の本音」 
３．育児・子育て支援に関する情報周知 

 

総務課：特定事業主行動計画（平成１７年４月１日施

行）の趣旨や毎月２２日の「パートナーシップの日」

（男女共同参画推進のための帰宅促進日）について説

明。職場においても男女共同参画の意識を持ってもら

えるよう啓発を図った。 

総務課 

くらしの支援課 

１ ａ，ｃ，ｄ 

基本目標１ 男女の人権の尊重と男女平等意識の確立 
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    くらしの支援課：男性にとって身近なテーマ「家庭」

をキーワードに，夫・父親としての立場から本音を語

り合い，性別による家庭での固定的な役割意識，分担

や協力を考えるとともに，相互理解と尊重を育む機会

を提供した。 

 

②男女共同参画に関する市管理 

職研修の実施 

《概要》 

男女共同参画について理解を深 

め，各施策に男女共同参画の視 

点を導入できるよう，市管理職 

員を対象とした研修を行う。 

新規 ○管理職セクシュアル・ハラスメント研修の実施 

（総務課，くらしの支援課共催） 
職場内において指導的立場にある管理職員を対象と 
して，セクシュアル・ハラスメントの原因や背景を理

解し，共通認識を持つこと目的とした研修を実施し 
た。 
●日  時 １月２５日（木） 

午後５時３０分～７時 

●講  師 橋本 芙美子氏（前 厚生労働省愛知雇

用均等室 室長） 

●対象職員 市管理職員 ７６名 

●研修内容 １．セクシュアル・ハラスメントの起こ

る原因と背景 

      ２．セクシュアル・ハラスメントの内容

３．セクシュアル・ハラスメントを起こ

       さないために注意すべき事項（管理

職としての心構え） 

      ４．セクシュアル・ハラスメントのない

職場づくりをするために 

総務課 

くらしの支援課 

１ ａ，ｄ 
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主要課題３●男女間にあらゆる暴力の根絶 

施策の方向２●セクシュアル・ハラスメント防止対策の推進 

具体的事業 区分 実施状況 担当課 達成度 効 果 

③セクシュアル・ハラスメント 

に関する市職員研修の実施 

《概要》 

市職員に対して，セクシュア

ル・ハラスメント防止のための

研修を実施する。 

新規 職員全体を対象とした研修会としては実施していな

いが，平成１９年１月２５日に実施した管理職対象の

セクシュアル・ハラスメント研修の内容について管理

職から各課職員へ伝えることで，庁内の共通認識が生

まれるよう働きかけていく。 

総務課 ４ ａ，ｄ 

④市職員対象セクシュアル・ハ 

ラスメント対策委員会の設置 

《概要》 

市職員を対象に，セクシュアル・ 

ハラスメント対策委員会を設置 

し，相談に応じる。 

継続 ○セクシャル・ハラスメント相談員の配置 

市職員対象としては，平成１２年６月２９日にセクシ

ャル・ハラスメント相談員を６名配置しており，対策

委員会としての機能を果たしている。構成員は総務部

長，総務課長，総務課職員グループ係長，職員組合か

らの推薦２名，相談員となっている。平成１８年度の

相談件数は０件であった。 

職員意識調査（平成１７年度実施）により職員間のセ

クハラの実態が明らかになったことから，今後は相談

員の構成の見直しを図りながら，常時相談に対応でき

る体制を整える必要がある。 

 

総務課 ４ ａ，ｄ 
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施策の方向３●相談体制の整備 

具体的事業 区分 実施状況 担当課 達成度 効 果 

⑤市職員向けセクシュアル・ハ 

ラスメント相談員の配置 

《概要》 

市職印向けのセクシュアル・ハ

ラスメント相談員として，６名

を指定している。 

継続 ○セクシャル・ハラスメント相談員の配置 

市職員対象としては，平成１２年６月２９日にセクシ

ャル・ハラスメント相談員を６名配置しており，対策

委員会としての機能を果たしている。構成員は総務部

長，総務課長，総務課職員グループ係長，職員組合か

らの推薦２名，相談員となっている。平成１８年度の

相談件数は０件であった。 

職員意識調査（平成１７年度実施）により職員間のセ

クハラの実態が明らかになったことから，今後は相談

員の構成の見直しを図りながら，常時相談に対応でき

る体制を整える必要がある。 

 

総務課 ４ ａ，ｄ 
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基本目標２ あらゆる分野への男女共同参画の推進 

主要課題１●政策・方針決定の場への女性の参画促進 

施策の方向３●市・事業所・団体における女性の参画促進 

具体的事業 区分 実施状況 担当課 達成度 効 果 

⑥市女性管理職と女性職員の交 

流機会の充実 

《概要》 

政策・方針決定過程に積極的に

参加していくために，女性職員

の意識改革を図ることを目的と

して，女性管理職と女性職員に

よる交流の機会を設ける。 

新規 特定事業主行動計画（平成１７年４月１日施行）にお

いて，「職場優先の環境や固定的な性別役割分担意識

等の是正のための取組」の一環として，女性の管理・

監督職による「女性相談員」を設け，女性職員の仕事

や家庭との両立に関する相談に応じることとしてい

る。 

職員のニーズを聴取しながら，平成２１年度までの実

施を目標に取り組んでいく。 

 

総務課 ５  

⑦市女性職員の職域の拡大 

《概要》 

職域にこだわることなく，幅広 

い分野に女性職員を配置すると 

ともに，その能力に応じて管理 

職への積極的な登用を図る。 

拡充 職域にこだわることなく，幅広い分野に女性を配置す

るとともに，その能力に応じて管理職への積極的な登

用を図っている。 

 

総務課 １ ｃ，ｄ，ｇ 
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